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１ 法人運営事業 

地域住民に信頼される社会福祉協議会としての事業、活動を推進していくために、適切な法人運営

に向けた取り組みを進めました。 

（１） 法人全体の組織運営 

    制度に基づき、理事会、評議員会、評議員選任・解任委員会及び監事監査等、香芝市総合福祉

センター等において次のとおり開催しました。 

イ 理事会の開催（５回） 

開 催 日 時 出席者 議   題 

令和2年6月（書面決議） 11名 

監事2名 

書面決議事項 

（1）平成元年度事業報告並びに決算報告について 

（2）職員の給与に関する規程の一部改正について 

（3）評議員候補者の推薦について 

（4）定時評議員会開催による決議を書面決議で行うこ

とについて 

（5）定時評議員会への提案事項について 

令和2年6月25日(木) 

 午後2時～午後2時40分 

（香芝市総合福祉ｾﾝﾀｰ） 

8名 

監事2名 

（1）令和元年度職務執行状況報告（10月～3月）につい

て 

（2）常務理事の選定について 

（3）令和2年度収支補正予算（第1号）について 

（4）令和2年度新規事業実施に伴う事業計画並び収支 

補正予算（第2号）について 

（5）令和2年度第2回評議員会の招集について 

（6）その他 

令和2年11月20日(金) 

午前9時55分 

～午前10時40分 

（香芝市保健ｾﾝﾀｰ） 

9名 

監事1名 

（1）令和2年度職務執行状況報告（4月～9月）について 

（2）評議員補欠選任に伴う候補者推薦について 

（3）令和2年度収支補正予算（第3号）について 

（4）令和2年度収支補正予算（第4号）について 

（5）志都美こども園修繕等計画について 

（6）令和2年度第3回評議員会の招集について 

令和3年1月14日(木) 

 午前10時 

   ～午前10時45分 

（香芝市保健ｾﾝﾀｰ） 

10名 

監事2名 

（1）令和2年度被顕彰者の決定について 

（2）その他 

・第3回評議員会（R2.12.4）採決の結果報告につ

いて  

・令和2年度社会福祉大会中止について 
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開 催 日 時 出席者 議   題 

令和3年3月15日(月) 

午後1時55分 

～午後2時40分 

（香芝市保健ｾﾝﾀｰ） 

10名 

監事2名 

（1）令和2年度収支補正予算（第5号）について 

（2）令和3年度事業計画並びに収支予算について 

（3）令和3年度役員賠償保険加入について 

（4）令和2年度第4回評議員会の招集について 

（5）その他 

ロ 評議員会の開催（４回） 

開 催 日 時 出席者 議   題 

令和2年6月（書面決議） 21名 

 

書面決議事項 

（1）平年元年度事業報告並びに収支決算報告について 

（2）理事の選任（案）について 

令和2年7月13日(月) 

午前10時 

～午前10時50分 

（香芝市総合福祉ｾﾝﾀｰ） 

18名 

 

 

 

（1）令和2年度収支補正予算（第1号）について 

（2）令和2年度新規事業実施に伴う事業計画並び収支 

補正予算（第2号）について 

（3）その他 

令和2年12月4日(金) 

午前10時 

～午前11時50分 

（香芝市文化施設 

ふたかみ文化ｾﾝﾀｰ） 

17名 

 

 

 

 

（1）令和2年度収支補正予算（第3号）について 

（2）令和2年度収支補正予算（第4号）について 

   （附帯決議） 

（3）志都美こども園修繕等計画について（否決） 

（4）その他 

令和3年3月26日（金） 

午後2時～午後3時20分 

（香芝市文化施設 

ふたかみ文化ｾﾝﾀｰ） 

16名 

 

（1）令和2年度収支補正予算（第5号）について 

（2）令和3年度事業計画並びに収支予算ついて 

ハ 評議員選任・解任委員会の開催（２回）     

開 催 日 時 出席者 議   題 

令和2年6月12日(金) 

午前10時 

～午前10時10分 

（香芝市総合福祉ｾﾝﾀｰ） 

委員3名 

会長 

（1）評議員候補者の選任について（3名） 

（2）その他 

令和2年11月26日(木) 

午前9時55分 

～午前10時10分 

（香芝市総合福祉ｾﾝﾀｰ） 

委員3名 

会長 

（1）評議員候補者の選任について（1名） 

（2）その他 
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ニ 監査の実施（３回） 

開 催 日 時 出席者 議   題 

令和2年6月1日(月) 

午前10時～正午 

（香芝市総合福祉ｾﾝﾀｰ） 

監事2名 

 

 

（1）令和元年度事業監査について 

（2）令和元年度収支決算について 

（3）その他 

令和2年6月26日(金) 

午後3時30分～午後5時 

（葛城基準監督署）  

 監督課 

3名 

○ 志都美こども園の労務管理状況調査の実施 

令和3年2月3日(水) 

午前10時～午後3時 

（関屋こども園及び 

志都美こども園） 

市教育委員

会事務局 

教育部こど

も課 2名 

○ 社会福祉施設 関屋こども園並びに志都美こども園

運営について 

 

ホ 諸規程の整備 

円滑な業務の推進、法改正等に伴い、規則の制定及び各種改正等を行いました。 

     ・幼保連携型認定こども園 園則（運営規程）一部改正 

     ・職員就業規則、嘱託職員就業規則、臨時職員及び非常勤職員就業規則の一部改正 

     ・職員給与に関する規程の一部改正 

（２） 経営基盤の強化 

理事・評議員関係団体、各地域福祉推進団体に、直接または社協広報等を通じて会員の募集を

行いましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、更に広く協力を求めることができませ

んでした。今後は状況を見ながら、関係団体における個人会員の増加及び地域の社会福祉法人等

にも協力を求めていきます。 

年度 令和元年度 令和2年度 

個人会員 324名 211名 

団体会員 61団体 40団体 

会 費 額 568,000円 406,500円 

（３） 財務会計の適正管理 

会計、税務などの財政執行状況等について、顧問会計事務所による定期的な会計指導（点検、

検査）を受け、適正な会計管理を実施しました。 

イ 会計指導（４回） 

実 施 日 時  出席者 内   容 

令和2年5月20日(水) 

 午後1時～午後5時 
会計事務所2名 ・令和元年度決算書類点検、検査 

令和2年8月27日(木) 

午前10時～午後2時 
会計事務所2名 ・会計執行状況点検、検査 
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実 施 日 時 出席者 内   容 

令和2年11月13日(金) 

午前10時～午後3時 
会計事務所2名 ・会計執行状況点検、検査 

令和3年2月19日(金) 

 午前10時～午後3時 
会計事務所2名 ・会計執行状況点検、検査 

 ロ 経理事務の効率化と適正化 

WEB バンキングを使った振込等を、より幅広く積極的に利用することにより、時間短縮等の

効率化を図りました。また、それによりチェック時間が確保でき、ミスの削減・適正化に努め

ました。 

（４） 人材育成及び職員の定着、確保 

イ 職員研修の実施 

職員労務管理や資質向上を図るため、研修会の参加を促進し、積極的に職員育成に取り組み

ました。 

研 修 名 期日 場所 参加者 

奈良県内市町村社協緊急連絡会   6月29日 橿原市 1名 

安全運転管理者講習会  8月 4日 香芝市 1名 

働き方改革セミナー研修会 
  9月25日 

  他2日 
橿原市 3名 

苦情解決第三者委員及び苦情解決責任者苦情受付担

当者合同研修会 
 12月22日 橿原市 3名 

なら小地域福祉活動サミット2020   8月26日 橿原市 2名 

       ※ 障害児通所支援事業所、障害児相談支援事業所及び各こども園においては、技術・知

識の向上の為、各々外部・内部の研修に参加しています。 

ロ 職員採用試験の実施 

関屋こども園、志都美こども園の職員退職等による体制強化、事業充実を図るため採用試験

を実施しました。 

採用職種   保育教諭 

試 験 日    第一次：令和３年１月３１日(日) [総合適正検査 SPI3・小論文試験] 

第二次：令和３年２月 ７日(日) [個人面接試験] 

                        応募人数 ２名 

採用決定     ２名 

ハ 社会福祉協議会職員採用試験委員会の開催（３回） 

公正かつ適正な職員採用試験を行うため、社会福祉協議会職員採用試験委員会を開催しまし

た。 
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ニ 新規採用者支援資金事業の実施 

職員の確保、定着及び充実を図るため、本会が経営する施設（関屋こども園及び志都美こど

も園）に採用した職員１２名に対し、新規採用者支援金を支給しました。 

（５） 顕彰及び広報啓発 

イ 社会福祉大会の開催 【中止】 

  多年にわたり本市社会福祉の推進に寄与された１２名に対し、表彰状及び記念品を贈呈しま

した。なお、毎年開催していた社会福祉大会（表彰授与式、記念講演等）を新型コロナウイル

ス感染症拡大防止の観点から中止し、個別に贈呈を行いました。 

ロ 広報活動 

「社協だより」を奇数月に年６回（全戸配布、年間１７７,２１０部）発行しました。 

ハ ホームページ等での情報提供 

 より見やすく、より親しみやすくなるように、ホームページをリニューアルしました。また、

メールマガジン（令和３年３月３１日をもって休止）、Facebook（投稿回数１３１回）で、情

報の提供・公開を行いました。 

   ニ PR キャラクター「えとフレンズ」の活用 

     リニューアルしたホームページをはじめ、社協だよりやポスター等において、PR キャラク

ター「えとフレンズ」を活用しました。それにより、幅広い世代の方に社協と福祉について知っ

てもらえるように努めました。 

 

 

２ 地域福祉推進事業 

地域の福祉力向上に取り組みました。 

（１） 第３期地域福祉活動計画の策定 

    基本理念を「みとめあい、つながりあう「共生」のまち かしば」と定め、香芝市の第３期地

域福祉計画と第３期地域福祉活動計画を一体的に策定しました。 

 

 

開催日 出席者 議   題 

令和2年11月5日(木) 

午前9時30分～ 

午前10時30分 

5名 （1）委員長選任ついて 

（2）試験告知、実施について 

（3）試験当日の打ち合わせについて 

令和3年2月7日(日) 

午前9時30～午前11時 

6名 （1）総合適正検査 SPI3受験の結果について 

（2）面接試験について 

令和3年2月12日(金) 

午後1時～午後2時 

6名 （1）保育教諭採用候補者について 

（2）その他 
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期 日 名 称 内 容 

令和2年 7月13日(月) 

   ～ 8月31日(月) 

香芝市社会福祉協議会小

地域福祉活動に関するア

ンケート調査の実施 

・小地域福祉活動者 

令和2年 8月 7日(金) 

  ～ 8月28日(金) 

香芝市地域福祉計画策定

に関する市民意識調査の

実施(香芝市) 

・香芝市在住の2,000人の方を無作為抽出 

令和2年10月14日(水) 

 午後1時30分 

～午後3時30分 

（香芝市保健ｾﾝﾀｰ） 

第1回香芝市地域福祉計画

・香芝市地域福祉活動計画

策定委員会 

（1）第2期香芝市地域福祉計画・第２期香

芝市地域福祉活動計画のこれまでの

取り組みについて 

（2）①地域福祉計画策定に関する市民意識

調査について 

②小地域福祉活動に関するアンケー

ト調査について 

（3）第3期香芝市地域福祉計画・第３期香

芝市地域福祉活動計画の策定方針に

ついて 

（4）今後の予定等について 

令和2年12月24日(木) 

 午後1時30分 

～午後3時30分 

（香芝市役所 会議室棟） 

第2回香芝市地域福祉計画

・香芝市地域福祉活動計画

策定委員会 

（1）第3期香芝市地域福祉計画・第3期香芝

市地域福祉活動計画の体系について 

令和3年 1月21日(木) 

 午後1時30分 

～午後3時30分 

（香芝市保健ｾﾝﾀｰ） 

第3回香芝市地域福祉計画

・香芝市地域福祉活動計画

策定委員会 

（1）第3期香芝市地域福祉計画・第3期地域

福祉活動計画素案について 

（2）パブリックコメントの実施について 

令和3年 2月 1日(月) 

   ～ 3月 2日(火) 

パブリックコメントの実施 ・第３期香芝市地域福祉計画・第３期香芝

市地域福祉活動計画（案）について意見

募集 

令和3年 3月18日(木) 

 午後1時30分 

～午後3時30分 

（香芝市保健ｾﾝﾀｰ） 

第4回香芝市地域福祉計画

・香芝市地域福祉活動計画

策定委員会 

（1）パブリックコメントの結果報告につい

て 

（2）第3期香芝市地域福祉計画・第3期香芝

市地域福祉活動計画（案）について 

（２） 災害ボランティアセンター設置事業の実施 

        香芝市社会福祉協議会災害マニュアルの点検修正を行いました。また、必要な研修及び訓練に

参加しました。 
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期日 研修・訓練名 場所 参加者 

令和3年 2月17日(水) 令和2年度近畿ブロック社協災害支援研修 橿原市 担当者1名 

（３） 地域福祉推進委員会活動推進事業の実施 

住民自らが地域（おおむね自治会単位）で起こりうる生活上の課題に対して、話し合う場づく

りを行い、課題解決に向け地域福祉活動に取り組むため、地域福祉推進委員会活動を支援しまし

た。しかし、多くの地域福祉推進委員会の孤立防止活動（交流事業等）が新型コロナウイルスの

影響により中止を余儀なくされました。 

年度 令和元年度 令和2年度 

実 施 15ヶ所 15ヶ所 

自治会 18／47 18／47 

 

地域福祉推進委員会名 活動地域 設立年月 中学校区 

逢坂福祉推進委員会 逢坂 平成 7年 4月 

香芝 
磯壁みつわ会 磯壁 平成12年 7月 

藤山一丁目地域福祉推進委員会 藤山一丁目・共栄藤山台 平成21年 5月 

北今市地域福祉推進委員会 北今市 平成29年 6月 

せきや青葉台手をつなごう会 せきや青葉台 平成 7年 4月 

香芝西 関屋近鉄住宅地域福祉推進委員会 関屋近鉄住宅地 平成 7年10月 

地域福祉推進委員会「竹の杜茶論」 関屋桜が丘・晴実台 平成30年 8月 

ふれあい西真美 西真美 平成 7年 8月 

香芝東 瓦口地域福祉推進委員会 瓦口 平成21年11月 

東良福寺福祉推進委員会 東良福寺 平成27年 4月 

平野の福祉を進める会 平野 平成 6年10月 

香芝北 

白鳳ふれあいの会 白鳳台 平成 8年 5月 

畑ノ浦・旭ヶ丘しみず会 畑ノ浦・旭ヶ丘 平成14年 5月 

尼寺地域福祉推進委員会 尼寺 平成20年 6月 

旭ヶ丘地域福祉推進委員会 香芝・旭ヶ丘ニュータウン 平成25年 4月 

（４） 地域ふれあい食事サービス事業の実施 

地域において社会的に孤立しがちな高齢者等に対して、地域の集会所や公民館等において会食

会や居宅への配食を毎週または隔週で実施することにより、高齢者等の孤立を解消し、同時に近

隣住民・ボランティアによる暮らしのＳＯＳをキャッチするための、見守りネットワークの構築

をしました。 
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年度 令和元年度 令和2年度 

対 象 者 8地域 132名 8地域 125名 

見守り状況 延2,343回(食) 延2,227回(食) 

（５） ふれあいいきいきサロン推進事業の実施 

住民同士の新たな関係を深めるため、地域の集会所や公民館等の身近な場所を利用し、交流   

の場としてのふれあいいきいきサロンの支援を行いました。しかし、新型コロナウイルスの影響

によりで多くの地域で中止を余儀なくされました。 

年度 令和元年度 令和2年度 

実   績 21ヶ所 24ヶ所 

利 用 者 延13,480人 延2,231人 
 

サロン名 実施団体名 活動地域 設立年月 中学校区 

ふれあい喫茶みつわ 磯壁みつわ会 磯壁 平成19年 4月 

香芝 

下田いきいきサロン 下田いきいきサロン 下田地区 平成25年 5月 

なごみ喫茶 
日生香芝南住宅ふれあ

いいきいきサロン 
日生香芝南住宅 平成25年11月 

狐井やすらぎサロン 狐井やすらぎサロン 狐井 平成28年10月 

北今市あったかいきい

きサロン 

北今市地域福祉推進委

員会 
北今市 平成29年 6月 

良福寺いきいきサロン 良福寺いきいきサロン 良福寺 平成29年 8月 

南良福寺ふれあいサロン 
南良福寺ふれあいサロ

ン世話人会 
南良福寺 平成30年 5月 

近住いきいきサロン 
近住地域福祉推進委員

会 
関屋近鉄住宅地 平成11年 6月 

香芝西 

二十日会いきいきサロン 
二十日会いきいきサロ

ン推進委員会 
関屋（瑞宝園） 平成24年 4月 

松ヶ丘いきいきサロン 松ヶ丘いきいきサロン 松ヶ丘 平成24年10月 

田尻ふれあいサロン 田尻ふれあいサロン 田尻 平成24年10月 

青葉台サロン 
せきや青葉台手をつな

ごう会 
せきや青葉台 平成27年 9月 

わくわくサロン 絆 わくわくサロン 絆 あしびハイツ 平成30年 7月 

竹の杜茶論 
地域福祉推進委員会

「竹の杜茶論」 

関屋桜が丘・ 

晴実台 
平成30年 8月 
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サロン名 実施団体名 活動地域 設立年月 中学校区 

祇園荘ふれあいサロン 祇園荘ふれあいサロン 祇園荘 令和元年 7月 香芝西 

ふれあい・いきいき土

曜サロン 
ふれあい西真美 西真美 平成11年 6月 

香芝東 

真美いきいきサロン 真美いきいきサロン 真美ヶ丘 平成11年11月 

サロン憩い 五ヶ所喜楽会 五ヶ所 平成25年 5月 

東良福寺いきいきサロン 東良福寺福祉推進委員会 東良福寺 平成16年 4月 

陽だまり喫茶 瓦口地域福祉推進委員会 瓦口 平成22年 4月 

別所ふれあいサロン 別所ふれあいサロン 別所 平成30年 4月 

五位堂サロン 五位堂ふれあいサロン 五位堂 令和元年10月 

白鳳ふれあいいきいき

サロン 
白鳳ふれあいの会 白鳳台 平成24年 4月 

香芝北 

上中ふれあい喫茶なごみ 上中ふれあいの会 上中 平成25年 5月 

（６） コミュニティソーシャルワーク事業の実施 

住民と専門機関の協働による地域福祉を推進することを目的に、４つの中学校区ごとにコミュニ

ティソーシャルワーカーを配置しました。コミュニティソーシャルワーカーは、住民の「つながり」

「見守り」の活動から発見される、地域の“気になる”を適切な専門機関等につなぎ、自治会域で

の個別支援と地域づくりを展開しました。 

年度 令和元年度 令和 2年度 

個別支援回数 123回  66回 

地域支援回数 682回 545回 

地域福祉推進委員会又はふれあい

いきいきサロンが設置されている

地域の割合(全 47地域) 

68.0％ 

32地域 

70.2％ 

33地域 

        ※新型コロナウイルスの影響により中止した地域も含む 

気になる会議 開催回数 参加者 

東良福寺気になる会議 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

藤山一丁目地域福祉推進委員会定例会 1回 延12名 

せきや青葉台手をつなごう会定例会 9回 延79名 

関屋近鉄住宅高齢者くらし支援協議会 2回 延27名 

白鳳台気になる会議 5回 延45名 
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（７） 地域福祉活動連絡会議の開催 【中止】 

    新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、地域福祉活動連絡会議の開催を中止しま

した。 

（８） ひきこもり家族のつどい開催 【４月・５月中止】 

    ひきこもり状態にある当事者を抱える家族の孤立感や疲弊感を軽減することを目的に、月１回

開催しました。また、奈良県中和・吉野生活自立サポートセンター及び上牧町社会福祉協議会と

連携し、『家族のつどい』の広域化や機能強化に取り組みました。 

年度 参加世帯 参加者 1回平均 
本人の年齢 

20代 30代 40代 50代 不明 

令和元年度 13世帯 延58名 5.27名 7名 2名 3名 0名 1名 

令和2年度 ７世帯 延58名 5.80名 3名 3名 3名 1名 0名 

 

 

３ 福祉総合相談事業 

  「福祉総合相談」の窓口として各種相談事業に取り組みました。 

（１） ふれあい総合相談事業  

イ 一般相談（事務局職員対応） 

【開催曜日／時間】月曜日～金曜日／午前９時～午後５時 

日常生活における様々な相談ごとで、相談窓口に迷う方々からの第１窓口として、主に市

役所や総合福祉センターの受付、交換から転送を受け、直接の助言及び適切な窓口を紹介し

ました。 

年度 令和元年度 令和2年度 

相 談 延246件 延192件 

ロ 老人健康相談（看護師対応） 【中止】 

新型コロナウイルス感染症が蔓延・拡大する中、安全対策が確保できないこと及び１０月

より総合福祉センター改修工事の為、生きがいゾーンの利用が出来ないことから、中止とな

りました。 

年度 令和元年度 令和2年度 

相 談 延769件 － 

ハ 心配ごと相談所の実施(民生児童委員・保護司・人権擁護委員・行政相談委員対応：原則とし

て来所による対面相談) 【４月～６月中止】 

   【開催曜日／時間】毎月第１水曜日／午前９時～午後３時 

毎月第３水曜日／午前９時～正午 

単一または複合する日常生活における心配ごとで、整理のつかないものや相談窓口に迷う

方々に対して、豊かな経験と知識を持つ各種相談員による相談を行いました。 
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年度 令和元年度 令和2年度 

相 談 延23件 延11件 

ニ 福祉法律相談（司法書士会） 【７月～９月のみ実施】 

     【開催曜日／時間】毎月第２水曜日／午後２時～午後５時（予約制） 

成年後見問題や相続、消費者金融問題ほか、専門知識を有する相談に対して、奈良県司法

書士会から派遣された司法書士が対応に当たりました。 

年度 令和元年度 令和2年度 

相 談 延23件 延7件 

（２） 相談員研修会 【中止】 

３月末開催予定の心配ごと相談所相談員研修は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため

中止しました。 

 

 

４ 生活福祉資金貸付事業（奈良県社会福祉協議会受託事業） 

低所得者、障害者又は高齢者世帯に対し、資金の貸付と必要な相談援助を行い、その者の経済的自

立及び生活意欲の助長促進を図り、安定した生活を送れることを目的に生活福祉資金貸付事業を実施

しました。また、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた世帯に対して、緊急小口資金・総合支援

資金特例貸付を実施しました。 

（１） 総合支援資金、福祉資金、教育支援資金、不動産担保型生活資金の相談受付 

（２） 相談支援及び償還指導 

年度 令和元年度 令和2年度 

相 談 95件 1,689件 

既 存 貸 付 138件 130件 

新 規 貸 付 11件 23件 

ﾌｰﾄﾞﾚｽｷｭｰ提供 48件 18件 

特 例 貸 付 11件 1,080件 

 

 

５ 日常生活自立支援事業 

判断能力が十分でない方や日常生活における管理に不安を持つ方の自己決定を出来る限り尊重しな

がら、福祉サービスの利用にかかる情報提供、助言、手続援助等を行い、自立した生活のための支援

を行いました。 

（１） 福祉サービスの利用援助 

福祉サービスの利用に関する相談を行いました。 



- 12 - 

（２） 日常的な金銭管理サービス 

年金や福祉手当の受領に必要な手続きの支援、預金の出し入れの同行又は代行をしました。 

（３） 大切な書類の預かりサービス 

通帳、印鑑、証書類及び権利証などの保管をしました。 

（４） 日常生活に必要な事務手続きの支援 

日常的な郵便物や通知物の確認や、行政や事業所での必要な手続きの支援をしました。 

（５）  定期的な訪問による生活変化の察知(見守り) 

地域での支援体制をすすめ、利用者が災害時でも安心できる生活の確保をすすめました。 

 

 

 

 

 

 

６ 福祉団体活動支援事業 

   地域福祉を推進する社会資源として関係団体の支援を行いました。 

（１） 福祉団体事務局 

各団体福祉活動と双方向の情報交流と福祉団体の健全な育成を図り、社会福祉協議会が行う事

業・活動と一体的に進めるよう実施しました。今後は、地域福祉活動と各福祉団体との関係充実

をすすめながら、社会生活支援に一層つなげる必要があると考えます。なお、新型コロナウイル

ス感染症の蔓延・拡大により多くの事業が中止される中、つながりを維持するために感染予防を

図りつつ実施される事業への協力を行いました。 

イ 香芝市ふたかみクラブ連合会事業支援 

     ・定例会長会及び役員会並びに定例女性部会開催 

         ・健康づくり・介護予防事業（いきいき健康麻雀教室及び大会、ゲートボール大会、グラウ

ンドゴルフ大会、ウォークラリー大会等） 

水浴歩行事業、安全吹き矢講習会及び大会については、新型コロナウイルス感染症拡大防

止の観点及び総合福祉センター改修工事の為中止 

     ・友愛訪問事業（金婚式、ひとり暮らし高齢者等訪問） 

         ・親睦交流事業（ゴルフ大会、パークゴルフ大会等） 

シニア祭、敬老旅行については、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止 

定例交流会については、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点及び総合福祉センター

改修工事の為中止 

     ・社会奉仕事業（各地域に対し、清掃奉仕等の呼びかけ） 

     ・香芝市ふたかみクラブ連合会広報誌「きずな」の発刊 

 

年度 令和元年度 令和2年度 

認知症高齢者 26名 19名 

精 神 障 害 者 3名 5名 

知 的 障 害 者 6名 7名 
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ロ 香芝市身体障害者福祉協会事業支援 

     ・三役会、役員会、総会（新型コロナウイルス感染症拡大防止の為書面議決）の開催 

     ・社会参加・交流事業（日帰り旅行・スポーツ交流・もちつき大会等は新型コロナウイルス

感染症拡大防止の為中止、歩こう会は１１月６日(金)に実施し３９名参加） 

     ・慰問事業（年末に全会員に対して役員による慰問実施） 

     ・市行事協力（香芝市バリアフリー教室に協力） 

ハ 香芝市母子寡婦福祉会事業支援 

     ・役員会、総会（新型コロナウイルス感染症拡大防止の為書面議決）の開催 

     ・社会参加事業（交流会、日帰り旅行等）   

     ・心を育む学びの広場（学習支援） 

ニ 香芝市ボランティア連絡協議会事業支援 

・役員会、総会（新型コロナウイルス感染症拡大防止の為書面議決）の開催 

     ・研修会 

ホ 香芝市遺族会事業支援 

       ・役員会、総会（新型コロナウイルス感染症拡大防止の為書面議決）の開催 

護国神社参拝、平和学習については新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止 

（２） 福祉学習校指定事業 

    地域の機関・団体との連携協力をもとに、学校を中心に地域全体で福祉教育及びボランティア

学習を推進する福祉的学習校を指定する予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の流行によ

り、福祉教育及びボランティア学習を計画どおり行えないとして申請はありませんでした。 

（３） ボランティア育成研修事業 

     活動に必要な知識や技術を習得するため、ボランティアグループへの支援を行いました。 

 

 

７ 共同募金事業 

共同募金会の実施する赤い羽根共同募金、歳末たすけあい運動推進に協力し、集められた募金（配

分金）より次の事業を実施しました。 

（１） 共同募金、歳末たすけあい運動の協力 

地域福祉推進委員会での運動推進や、公共施設や金融機関及びオークワ各店等への募金箱設

置依頼を行いました。１２月１日(火)に予定していた市内全駅における募金運動は、新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止の観点から中止しました。 

（２） 寝たきり老人慰問の実施 

     ９月の老人福祉月間に民生児童委員の協力を得て、寝たきりの高齢者に対し、慰問を実施しま

した。 

年度 令和元年度 令和2年度 

慰 問 者 2名  3名 
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（３） 重度障害者慰問の実施 

       １２月に身体障害者福祉協会、手をつなぐ育成会、肢体不自由児者父母の会の協力を得て、そ

れぞれの会員で重度障害者の方々に対し、慰問を実施しました。 

年度 令和元年度 令和2年度 

慰 問 者 75名 65名 

（４） 歳末強化助成金事業 【中止】 

       支援を必要とするひとり暮らし高齢者やひとり親世帯などの人たちに、地域福祉推進委員会・

母子寡婦福祉会が年末年始の時期に毎年行う事業は、新型コロナウイルス感染症の蔓延・拡大の

ため、全地域において中止されました。 

年度 令和元年度 令和2年度 

実 施 団 体 14団体 － 

対 象 者 349名 － 

地域住民等 1,964名 － 

（５） 災害見舞金交付事業 

香芝市に居住する者が、火災・風水害・その他の災害により、経済的又は精神的な被害を受け

た場合に生活の意欲を促すため、災害見舞金を交付しました。 

対象災害：１火災１世帯 

（６） 配分事業 

法人運営事業（広報啓発）、地域福祉推進事業（ふれあい食事サービス）及び福祉団体活動支援 

事業（ボランティア団体）に配分しました。 

 

 

８ 善意銀行事業 

皆様からの善意のご寄附をお預かりし（預託）、法人運営事業及び地域福祉推進事業へ配分させて

いただきました。使用用途として、市内の各地域福祉推進委員会活動支援、福祉車両の維持費などに

活用させていただきました。 

年 度 令和元年度 令和2年度 

件 数 27件 62件 

寄附金（預託） 1,465,959円 300,215円 

指定寄附金（預託）    23,716円 0円 

フードドライブ（預託） － 1,189,460円 

合計 1,489,675円 1,347,427円 
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（１） 車いす貸出事業 

寄贈（預託）された車いすを市内在住、在宅で日常生活動作などに緊急、一時的に必要がある

方に対して、車いすを貸与することにより、本人及び同居する介護者を援助し、地域福祉の増進

を図るため貸出を行いました。 

 

年度 令和元年度 令和2年度 

貸  出 140件 81件 

（２） 緊急食料支援（フードドライブ）事業 

    市民から食料品又は現金による寄附を受付し、新型コロナウイルス感染拡大下において、経済

的に困窮する市民への必要な食料品を届けました。 

期 日 食料品 寄附金 支援世帯 

第1回 令和2年 6月22日～ 6月26日 1,142Kg 639,000円 74世帯 

第2回 令和2年 9月14日～ 9月18日 391Kg 289,023円 98世帯 

第3回 令和2年12月16日～12月28日 寄附金による食料品の購入 100世帯 

第4回 令和3年 2月 1日～ 2月 5日 720Kg 261,437円 106世帯 

合計 2,253Kg 1,189,460円 378世帯 

 

 

９ 香芝市受託諸事業 

  香芝市からの委託事業である次の各事業について、適正な事業運営に努めました。 

（１） ボランティアセンター事業 

現在市内に点在しているボランティアの拠点として、ボランティアセンターを設置し、ボラン

ティア活動等（ＮＰＯやその他の市民活動を含む）を活性化することにより、人と人の繋がりの

ある地域社会づくりに努めました。 

イ 香芝市ボランティアセンターの設置 

     ・ボランティアセンターの運営  

令和２年 ４月～令和２年９月  月～土曜日(木曜日を除く） 午前９時～午後４時 

       令和２年１０月～令和３年３月  月～金曜日         午前９時～午後４時 

     ・ボランティア及びボランティアグループ等の登録 

     ・ボランティア等相談の受付 

     ・ボランティアセンター情報紙の発行（年６回） 

     ・ボランティア活動機材の整備と貸出 

     ・ボランティア保険加入促進 

・ボランティア保険請求 
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年度 令和元年度 令和2年度 

来 所 者 3,051名 1,691名 

相  談 341件 280件 

登録団体 116団体 108団体 

登 録 者 1,961名 1,476名 

保険加入 1,190名 1,242名 

ロ ボランティア講座等の開催 

香芝市を市民参加やボランティア活動の活発なまちにしていくために、ボランティアや市民

活動に関する講座等を開催しました。 

・ボランティア養成講座入門編 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ボランティア養成講座基礎編 

 

 

 

 

 

 

 

ハ ボランティアフェスティバルの開催 

ボランティア活動に対する理解と協力、新たな活動者の増進、またボランティア活動者の交

流を深めるために、香芝市総合福祉センター全館を使用したイベントを企画していましたが、

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ボランティア団体の活動紹介パネル展に縮小して開

催しました。 

 

 

 

 

 

（２） 生きがいゾーン管理運営事業 【中止】 

新型コロナウイルス感染症が蔓延・拡大する中、安全対策が確保できないこと及び１０月より

総合福祉センター改修工事の為、生きがいゾーンの利用が出来ないことから中止となりました。 

開催日時 令和2年10月25日(日) 午後2時～午後3時30分 

会  場 香芝市文化施設ふたかみ文化センター 会議室1，2，3 

参 加 者 15名 

内  容 

「市民活動・ボランティア団体のための資金調達（ファンド

レイジング）入門講座」 

講師 西村 昌弘氏（ならファンドレイジングラボ代表） 

開催日時 令和2年11月10日(火) 午後2時～午後3時30分 

会  場 香芝市文化施設ふたかみ文化センター 会議室1，2，3 

申 込 者 29名 

内  容 
「地域でのかかわり上手講座 たすけられ上手になろう」 

講師 田川 雅規氏（コミュニケーションデザイナー） 

開催日時 
令和2年 8月25日(火) 午前10時～ 

令和2年 9月 2日(水) 午後 5時 

会  場 香芝市総合福祉センター １階 ロビー 

参加団体 49団体 
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年度 令和元年度 令和2年度 

老人クラブ(大広間) 延5,203名 ― 

福祉団体等(大広間) 延1,771名 ― 

（３） 日本赤十字社事業 

日本赤十字社奈良県支部への協力をしました。 

イ 日赤法人等会費募集の協力 

ロ 災害見舞品等交付事業（布団・毛布など全半焼家庭に支給） 

・災害救助法（昭和２２年１０月１８日法律第１１８号）が適用された場合を除く水害、火

災等に遭われた方に、毛布・日用品等を支給しました。 

対象災害：１火災１世帯（支給は１世帯） 

ハ 香芝市赤十字奉仕団活動支援 

  ・総会（新型コロナウイルス感染症拡大防止の為書面議決）、役員会の開催 

・募金活動 市役所等での防災啓発時 

・自主研修  １０月：ハンセン病施設訪問（管外研修） 

奈良県赤十字研修会（７月）については新型コロナウイルス感染症拡大防止

の観点から中止 

・啓発活動  １１月：あしびハイツ自主防災訓練参加 

３月：3.11防災啓発（香芝市役所） 

防災の日啓発活動（９月）、ふれあいフェスティバル防災ブース（１１月）

志都美校区自主防災訓練（１１月）、1.17防災啓発（１月）については新型

コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止 

※防災啓発活動時に配布及び市教育委員会に寄付をするマスク・マスクケー

スの作成 

（４） コミュニケーション支援事業 

聴覚、言語機能、音声機能等の障害のため、意思疎通を図ることに支障がある人とその他の人

との意思疎通を仲介するために、手話通訳や要約筆記を行う者を養成しました。 

イ 手話奉仕員養成講座（入門・基礎の連続受講形式全４６回）及び手話通訳士受講フォロー講

座（手話奉仕員養成講座受講生他全５回）の開催 

ロ 聞こえのサポーター養成講座（全８回）の開催 

ハ 専任手話通訳者の設置 

奈良県手話通訳者の登録を受けている者を専任手話通訳者として１名配置 

    月曜日～金曜日（午前１０時～午後４時、ただし水曜日は午後１時～午後４時） 

年度 令和元年度 令和2年度 

手 話 奉 仕 員 養 成 講 座 参 加 者 34名 35名 

聞こえのサポーター養成講座参加者 9名 18名 

意 思 疎 通 支 援 業 務 延3,699件 延2,924件 

う ち 意 思 疎 通 支 援 者 派 遣 424件 322件 
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（５） 高齢者支援事業 

香芝市総合福祉センターにおいて、高齢者の社会参加を高め、健康保持、交流を図ることを目

的に、老人クラブと協働して、新型コロナウイルス感染症対策を取りながら高齢者作品展を実施

しました。開催に際しては香芝市ボランティア連絡協議会の協力を得て行いました。なお、例年

実施しているシニア祭、健康相談、介護相談はふたかみクラブ連合会と協議し、中止しました。 

イ 高齢者作品展の実施（２階多目的室、創作工芸室）  

  日  時    令和２年９月７日(月)～２３日(水)の日・木・土曜日、祝日を除く９日間 

      午前１０時～午後３時 

年度 令和元年度 令和2年度 

シ ニ ア 祭 参 加 者 1,194名 － 

高齢者作品展出展者 103名 78名 

（６） 戦没者追悼式の開催 

新型コロナウイルス感染症が蔓延・拡大する中、徹底した感染予防対策を行いつつ人数を制限し、

香芝市戦没者追悼式を開催しました。 

 日  時  令和２年９月５日(土) 午前１０時～午前１１時３０分 

     場  所  香芝市文化施設ふたかみ文化センター 市民ホール 

年度 令和元年度 令和2年度 

参加者 191名 49名 

（７） 敬老会の開催 【中止】 

新型コロナウイルス感染症が蔓延・拡大する中、安全対策が確保できないことから中止となり

ました。 

年度 令和元年度 令和2年度 

参加者 432名 － 

（８） 障がい児（者）ふれあいの集いの開催 【中止】 

新型コロナウイルス感染症が蔓延・拡大する中、安全対策が確保できないことから中止となり

ました。 

年度 令和元年度 令和2年度 

障がい児(者) 150名 － 

家    族 89名 － 

ボランティア・民生児童委員 151名 － 

（９） 生活支援体制整備事業 

イ 生活支援コーディネーターの配置 

高齢者の生活支援・介護予防の基盤整備を推進していくことを目的に、第１層（市域）生活

支援コーディネーター１名、第２層（中学校区域）生活支援コーディネーター４名をコミュニ

ティソーシャルワーカーと兼務で配置しました。 
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ロ わがまち香芝ささえ愛会議（第１層協議体）の運営 

目指す地域像を『支援が必要になっても「地域のつながり」から切り離さずに暮らせる地域』

と定め、住民活動者、専門職、多様なサービスによる地域の支え合いの仕組みや生活支援体制

の整備を目的に、わがまち香芝ささえ愛会議（第１層協議体）の運営を行いました。 

日 時 参加者 議 題 

令和2年 6月17日(水) ― 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止  

令和2年10月21日(水) 

午後3時～午後4時 

（香芝市保健ｾﾝﾀｰ） 

20名 ・コロナ禍における地域のつながりについて 

・高齢者の暮らしぶりの変化について 

・つながりを切らないための工夫について 

令和3年 2月12日(水) 

午後3時～午後4時 

（香芝市保健ｾﾝﾀｰ） 

23名 ・前回の振り返り 

・コロナ禍の地域活動事例ヒントブック（仮称）

の作成について 

ハ 第２層協議体（気になる会議）の開催支援 

第２層協議体として、「気になる会議」の開催を支援し、地域を基盤とした住民と専門職の

連携、生活支援・介護予防活動の情報共有、ネットワーク化を進めました。 

ニ 中学校区地域支え合い活動推進セミナーの開催 【中止】 

地域の特性に応じて主体的に力を発揮し、地域のつながりや支え合いを再構築していくこと

を目的に、中学校区の自治会、民生委員・児童委員、老人クラブ会長、地域福祉推進委員会、

ふれあいいきいきサロンと、地域包括支援センター、在宅介護支援センター等の専門職が参加

するセミナーを企画しましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止しました。 

ホ いきいき百歳体操実施団体の支援 

実 施 地 域 18地域 

支 援 回 数 延33回 

ヘ ネットワークの推進 

見守り協力事業者ネットワーク事業を推進し、見守り体制の構築に努めました。 

 ・登録更新事業者：７２事業者 

 ・見守り協力事業者ネットワーク協定 実務研修の開催 【中止】 

  新型コロナウイルス感染拡大防止のため実務研修を中止し、活動手引き及び認知症サポ

ーター養成講座標準教材等を配付しました。 

ト 自立支援型地域ケア会議への参加 

自立支援型地域ケア会議に参加し、２８ケースについて介護支援専門員等に対して住民活動

との連携支援について助言を行いました。 

   チ 「かしば コロナ禍でもできる地域のつながりヒント集」の発行 

わがまち香芝ささえ愛会議での情報共有から、地域包括支援センターと共同し、住民がつな

がり続けるための工夫やアイディアを集めた、「かしば コロナ禍でもできる地域のつながりヒ

ント集」を発行し約２００団体へ配布しました。 



- 20 - 

（10） くらし・しごと相談窓口事業（生活困窮者自立相談支援事業、被保護者就労支援事業及び

子ども・若者支援相談事業） 

イ 生活困窮者自立相談支援事業 

生活困窮者の相談に応じて、アセスメントを実施して個人の状態にあった支援計画を策定し

必要なサービスにつなげました。 

年度 令和元年度 令和2年度 

新 規 相 談 90件 387件 

プ ラ ン 作 成 24件 30件 

就 労 支 援 対 象 12名 16名 

就労者数（延べ） 12名 22名 

ロ 被保護者就労支援事業 

生活困窮者及び生活保護受給者へのアセスメント結果を踏まえ、公共職業安定所や協力企業

を始め、就労支援に関する様々な社会資源と連携を図りつつ、その状況に応じた能力開発、職

業訓練、就労支援等を行いました。 

年度 令和元年度 令和2年度 

就 労 支 援 対 象 2名 2名 

就労者数（延べ） 1名 １名 

ハ 子ども・若者支援相談事業 

新規事業として、ニートやひきこもりなど社会生活を円滑に営む上でのさまざまな悩みや困

難を有する子ども・若者（概ね４０歳未満）やそのご家族からの相談を行いました。 

年度 令和元年度 令和2年度 

新 規 相 談 21件 12件 

 

 

１０ 障害児通所支援事業・障害児相談支援事業 

障害児の自立支援を目的とし、障害児通所支援事業及び障害児相談支援事業を実施しました。なお

年度当初からひまわり園真美教室を開設し、２園体制による事業実施を開始しましたが、新型コロナ

ウイルス感染症の蔓延・拡大の影響を受け、利用児の減少並びに新規利用を控えられる中、総合福祉

センター改修工事のため仮事業所への移転を計画していたひまわり園総合福祉センター教室を、真美

教室を含めた保護者の皆様のご協力をいただき真美教室に集約しました。この集約に際しては、それ

まで利用できていたサービスの質、量ともに現状通り実施することは当然のことながら、より安心、

安全なサービス提供を行えるよう、欠席時の振り替えや個別療育の充実などを図り、より多くの方に

サービスが行き届くよう変更を行い実施しました。 
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（１） 障害児通所支援事業（ひまわり園） ※４月１日～８月３１日開園 

イ 児童発達支援（１日定員：１０名） 

障害児が日常生活における基本的動作及び知識技能を習得し、集団生活に適応することがで

きるよう、障害児の身体・精神の状況及びその置かれている環境に応じて適切かつ効果的な指

導・訓練を行いました。 

また、通園児の発達を促すことを目的とし、かつ指導員の質の向上を目指し、社会福祉法人

博寿会 介護老人保健施設てんとう虫、並びに児童発達支援事業所 FLOW 香芝の作業療法士の方

にそれぞれ１ヶ月に１回協力いただきました。 

    ・ひまわりクラス 

       対  象  主に０歳児～就学前 

         利用日時  月曜日～金曜日 午前 ９時 ～午前１０時半 

午前１０時 ～午前１１時半 

午前１０時半～正午 

(保護者分離の場合は午後１時) 

          内  容  感覚統合、集団指導(保護者分離・親子通園)、食事指導、園外活動など親子

通園を基本とし、家庭でもできる療育活動などを取り入れながら身辺面の自

立を目指します。 

    ・つくしクラス 

対  象  主に４歳児～就学前 

利用日時  火曜日～金曜日 午後３時半～午後４時半 

内  容  感覚統合、生活訓練、園外活動など 

      友達と一緒に考えたり話し合ったり協力したりしながら活動をし、社会性を

育んでいきます。 

    ・個別指導 

対  象  集団活動に参加している全児（個別療育のみも可） 

利用日時  月曜日～金曜日 集団療育と並行した１組１時間枠 

内  容  それぞれの子どもの状況に合わせて、認知面、運動面、生活面など様々な課

題に対する目標を設定し、個別に取り組みます。 

年度 令和元年度 令和2年度 

開 所 日 252日 100日 

延 利 用 児 2,448名 573名 

（２） 障害児通所支援事業（ひまわり園真美教室） 

イ 児童発達支援（１日定員：４月１日～８月３１日１０名、９月１日～３月３１日：１５名） 

障害児が日常生活における基本的動作及び知識技能を習得し、集団生活に適応することがで

きるよう、障害児の身体・精神の状況及びその置かれている環境に応じて適切かつ効果的な指

導・訓練を行いました。 
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また、通園児の発達を促すことを目的とし、かつ指導員の質の向上を目指し、社会福祉法人

博寿会 介護老人保健施設てんとう虫、並びに児童発達支援事業所 FLOW 香芝の作業療法士の方

にそれぞれ１ヶ月に１回協力いただきました。 

    ・ひまわりクラス 

       対  象  主に０歳児～就学前 

         利用日時  月曜日～金曜日 午前 ９時 ～午前１０時半 

午前１０時 ～午前１１時半 

午前１０時半～正午 

(保護者分離の場合は午後１時) 

          内  容  感覚統合、集団指導(保護者分離・親子通園)、食事指導、園外活動など親子

通園を基本とし、家庭でもできる療育活動などを取り入れながら身辺面の自

立を目指します。 

    ・たんぽぽクラス 

対  象  主に３歳児～就学前 

利用日時  月曜日～金曜日 午後２時半～午後３時半 

内  容  感覚統合、生活訓練、園外活動など 

      友達や指導員と一緒に集団活動に必要な力を育む活動を取り入れ、経験を積

み重ねていきます。 

    ・個別指導 

対  象  集団活動に参加している全児（個別療育のみも可） 

利用日時  月曜日～金曜日 集団療育と並行した１組１時間枠 

内  容  それぞれの子どもの状況に合わせて、認知面、運動面、生活面など様々な課

題に対する目標を設定し、個別に取り組みます。 

年度 令和元年度 令和2年度 

開 所 日 － 238日 

延 利 用 児 － 3,100名 

（３） 障害児相談支援事業（ひまわり） 

児童福祉法に基づき、障害児が将来にわたって安心した日常生活を営むことが出来ることを目

的に、保護者や介護者からの相談に応じ、困り感の早期発見・早期支援が出来るよう、必要な情

報の提供及び助言を行いました。サービスの利用に際して障害児支援利用計画の作成、一定期間

ごとのモニタリング、各関係機関との連絡調整等も行いました。 

また、香芝市からの委託を受け一般的な相談、自立支援協議会の参加など合わせて障害児相談

支援事業との２本立てで事業を行いました。 

    本人、保護者、本人と関わる各関係機関と共に情報を共有し、統一性を持って充実した支援を

展開することに努めました。 

    その他、子育て支援の一環として関屋こども園・志都美こども園での巡回相談を実施しました。 

    さらに、新型コロナウイルス感染症が蔓延・拡大する中、面談・訪問などの際にも徹底した感染予

防対策を行いつつ業務をすすめ、あわせてWeb面談を取り入れるなど、安心安全対策を行いました。 
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           【訪問実績】 

 

 

 

 

 

    【サービス利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 関屋こども園事業（定員：１号１２名、２号・３号９０名）  

認定こども園法、子ども子育て支援法（平成２４年法律第６５号）及び児童福祉法に基づいて乳児と幼

児の教育・保育事業を行いました。教育・保育の一体的な提供を通して、その心身の健やかな育成に最も

ふさわしい生活の場を提供し、深い愛情と正しい知識・技術をもって、心身の健全な発達が助長されるよ

う務めました。また、家庭と地域社会との密接な連携を根幹とし、日常保育や年間のさまざまな行事を通

して相互の心の通い合いを大切にし、生命の保持、情緒の安定を図り、園児・保護者・職員が共に育ちあ

う保育をすすめました。個別対応の必要な子どもには、その特性に応じた保育をすすめました。 

また、新型コロナウイルス感染症が蔓延・拡大する中、こども園と保護者が一体となり徹底した感染予

防対策を行いつつ、入園式など一部行事の中止・縮小は行ったものの、必要な保育・教育について創意工

夫を凝らし実施しました。さらに、臨時休園の期間は登園を控えていただいた家庭に対しても、動画配信

や担任からの電話相談、こども園の安全対策の情報提供などを繰り返し行いながら、安心して登園再開を

迎えられるよう対策を行いました。 

イ 利用定員ごとの提供する日時 

【１号認定子ども（教育標準時間認定）】 

提 供 す る 日 月曜日から土曜日 

保 育 時 間 教育標準時間 

平日：午前8時30分～午後2時 

（5.5時間）（長期休暇を含む） 

土曜：午前8時30分～午前11時30分 

（3時間） 

訪問先 令和元年度 令和2年度 

家 庭 319件 387件 

事 業 所 318件 367件 

教育機関    76件    74件 

区分 令和元年度 令和2年度 

開 所 日 数 289日 293日 

初 回 計 画 数 58件 59件 

継 続 更 新 計 画 数 143件 171件 

支給日数変更計画数 26件 22件 

モ ニ タ リ ン グ 数 78件 120件 

放課後等デイサービスに変更計画数 

（小学生以降） 
12件 12件 

一 般 的 な 相 談 50件 25件 
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預かり保育 保育時間 

平日：午前7時30分～午前8時30分 

午後2時～午後6時30分 

（長期休暇を含む） 

土曜：なし  

休 業 日 

日曜日・祝日 

年末・年始（12月29日～1月3日） 

夏季（7月21日～8月31日） 

冬季（12月24日～1月6日） 

春季（3月25日～4月7日） 

【２号・３号認定子ども（保育認定）】 

提供する日 月曜日から土曜日 

保 育 時 間 
保育標準時間 午前7時30分～午後6時30分（11時間） 

保育短時間 午前8時30分～午後4時30分（ 8時間） 

延 長 保 育 

保育標準時間 夕：午後6時30分～午後7時 

保育短時間 
朝：午前7時30分～午前8時30分 

夕：午後4時30分～午後6時30分 

開 園 時 間 
月～金曜日 午前7時30分～午後7時 

土曜日 午前7時30分～午後5時 

休 業 日 
日曜日・祝日 

年末年始（12月29日～1月3日） 

ロ 一般型一時預かり保育 

家庭事情により一時的に保育ができない満６ヵ月から就学前の子どもを保育しました。 

      利用時間  午前８時３０分～午後５時(土曜日：午前８時３０分～午後２時) 

※延長時間：午前７時３０分～午前８時３０分 

                  午後５時～午後７時（土曜は午後５時まで） 

      利用定員  １日 １０名程度 

ハ 地域の子育て支援 【６月～１１月開催】 

           こっこくらぶ     毎週金曜日 午前１０時～午前１１時３０分 

      園庭開放・育児相談  毎週土曜日 午前１０時～午前１１時３０分 

ニ 主な行事  保育参観、運動会、作品展、誕生会、生活発表会、卒園式     

   ホ その他   避難訓練、身体計測、運動遊び、個人・クラス懇談、健康診断、防犯教室、防

火訓練、交通安全教室、園外保育（秋の遠足、芋掘り、みかん狩り、５歳児お別れ

遠足他）、英語で遊ぼう、異年齢交流、サッカー教室、夏まつり等 
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年度 令和元年度 令和2年度 

園   児 108名 109名 

一時預かり 延299名 延128名 

 

 

１２ 志都美こども園事業（定員：１号１５名、２号３号１１８名） 

認定こども園法、子ども子育て支援法（平成２４年法律第６５号）及び児童福祉法に基づいて乳児と幼

児の教育・保育事業を行いました。教育・保育の一体的な提供を通して、その心身の健やかな育成に最も

ふさわしい生活の場を提供し、深い愛情と正しい知識・技術をもって、心身の健全な発達が助長されるよ

う務めました。また、家庭と地域社会との密接な連携を根幹とし、日常保育や年間のさまざまな行事を通

して相互の心の通い合いを大切にし、生命の保持、情緒の安定を図り、園児・保護者・職員が共に育ちあ

う保育をすすめました。個別対応の必要な子どもには、その特性に応じた保育をすすめました。 

また、新型コロナウイルス感染症が蔓延・拡大する中、こども園と保護者が一体となり徹底した感染予

防対策を行いつつ、入園式など一部行事の中止・縮小は行ったものの、必要な保育・教育について創意工

夫を凝らし実施しました。さらに、臨時休園の期間は登園を控えていただいた家庭に対しても、動画配信

や担任からの電話相談、こども園の安全対策の情報提供などを繰り返し行いながら、安心して登園再開を

迎えられるよう対策を行いました。 

イ 利用定員ごとの提供する日時 

【１号認定子ども（教育標準時間認定）】 

提 供 す る 日 月曜日から土曜日 

保 育 時 間 教育標準時間 

平日：午前8時30分～午後2時 

（5.5時間）（長期休暇を含む） 

土曜：午前8時30分～午前11時30分 

（3時間） 

預かり保育 保育時間 

平日：午前7時30分～午前8時30分 

午後2時～午後6時30分 

（長期休暇を含む） 

土曜：なし  

休 業 日 

日曜日・祝日 

年末・年始（12月29日～1月3日） 

夏季（7月21日～8月31日） 

冬季（12月24日～1月6日） 

春季（3月25日～4月7日） 
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【２号・３号認定子ども（保育認定）】 

提 供 す る 日 月曜日から土曜日 

保 育 時 間 
保育標準時間 午前7時30分～午後6時30分（11時間） 

保育短時間 午前8時30分～午後4時30分（ 8時間） 

延 長 保 育 

保育標準時間 夕：午後6時30分～午後7時 

保育短時間 
朝：午前7時30分～午前8時30分 

夕：午後4時30～午後6時30分 

開 園 時 間 
月～金曜日 午前7時30分～午後7時 

土曜日 午前7時30分～午後5時 

休 業 日 
日曜日・祝日 

年末年始（12月29日～1月3日） 

ロ 地域の子育て支援 【６月～１１月開催】 

         すまいるランド    毎週月曜日 午前１０時～午前１１時３０分 

     園庭開放・育児相談  毎週土曜日 午前１０時～午前１１時３０分 

   ハ 主な行事  保育参観、運動会、作品展、誕生会、生活発表会、卒園式     

   ニ その他   避難訓練、身体計測、運動遊び、個人・クラス懇談、健康診断、防犯教室、防

火訓練、交通安全教室、園外保育（秋の遠足、芋掘り、みかん狩り、５歳児お別れ

遠足他）、英語で遊ぼう、異年齢交流、サッカー教室、夏まつり等 

年度 令和元年度 令和2年度 

園 児 126名 128名 

 
 

１３ その他の事業 

（１） 福祉自動車貸出事業 

車いす等を使用しなければ外出困難な方に対して福祉自動車の貸出を行いました。 

（サイドリフトアップ車１台・スロープタイプ車２台他） 

年度 令和元年度 令和2年度 

貸 出 149件 102件 

（２） イベント用備品貸出事業 

地域等において世代間交流事業等を実施するため、イベント用備品の貸出を行いました。しか

し、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、地域のイベントの多くが中止になり、貸

出件数も減少しました。（貸出備品：ガスコンロ、鉄板、たこ焼き器、鍋、綿菓子機、餅つきセッ

ト、レジャーテーブル、テント等） 

年度 令和元年度 令和2年度 

貸 出 64件 7件 

 


